
細胞（全ての生物の最小単位） 
とは？ 
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単細胞生物（左）と人の細胞（右） 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.91. 

動物だか植物だか微生物だか分からない↑ 



細胞の大きさ 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.93. 



原核生物と真核生物 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.101. 



細胞膜の補足(1) 

外 

内 

PC 

PS 

PS 

PC 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.105. 



細胞膜の補足(2) 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.107,109. 



核 

↑核内で転写によって
合成されたRNAは、エ

クスポーチン蛋白質に
よって小胞体へ運ば
れて、転写される。 

（核外で翻訳により ↑
合成された） 
核内で働く蛋白質は、 

インポーチン蛋白質に
よって核内に運ばれて、 
機能を発揮する。 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.111,113. 

「一方通行」を制御する荷札蛋白質 



核の蛍光染色(青) 

出典： invitrogen社 The-Art-of-Imaging (Google検索でたどり着く) 

アクチン(赤) 
ゴルジ体(緑) 



核内にてDNAは圧縮されている 

必要なときに、必要なところだけが「解凍」されて 
RNAへと「転写」される。 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.116. 



Figure 4-24  Molecular Biology of the Cell (© Garland Science 2008) 

アセチル化酵素 

遺伝子調節 

蛋白質の例： 
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ヒストン蛋白質 DNA 
ヒストン蛋白質の周りにグルグル巻きになるDNA 

DNAがほどかれる 



Figure 6-3  Molecular Biology of the Cell (© Garland Science 2008) 

セントラルドグマ(中心教義)の復習と、転写量の調節 
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蛋白質 

たくさん 

たくさん 

少し 

少し 

転写 

翻訳 



細胞周期 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.119. 



細胞分裂 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.119. 



染色体 
出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.120. 



SRY: 

１億年以上かけて変異を
繰り返し、 
奇跡的に精巣形成能を 
獲得 
 

奄美トゲネズミ： 
Y染色体は絶滅したものの、 
SRYに代わる男遺伝子が 

常染色体上にできて、性を
保持。 

朝日新聞(2012/08/06) 

SRY 



オルガネラの起源と光合成 

光合成：奇跡の反応! 
CO2 + H2O → ATP + 有機化合物 + O2 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.125. 

ATPは細胞内通貨 

ATP 

GTP 

どちらも、DNAの素でもある！ 
高エネルギー結合（切れる時にエネルギーを放出する）： 
負電荷同士が反発していて、切れやすくなっている。 

太陽エネ 



嫌気呼吸だと、酸素を利用しないため、有機化合物はここまで分解されない。 
だからお酒(CH3CH2OH)ができる！ できるATPのモル数も、ずっと少ない。 

クエン酸回路＋酸化的リン酸化 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.125. 

好気呼吸とエネルギー生産 

細胞内通貨 
(次のスライドで) 

ADP 



Figure 2-71a  Molecular Biology of the Cell (© Garland Science 2008) 

嫌気呼吸 － ハードな運動＆ヨーグルト作り＆酒造り 

この分子、お酒CH3CH2OHになりかけている 

 

発酵（酒造り）の場合、 
ここのCO2が取れる 
反応がある。 

酸素がない！！ 

嫌気分解経路 



Figure 2-27  Molecular Biology of the Cell (© Garland Science 2008) 

エネルギーの話のまとめ： 

無機リン酸 

エネルギー 
（日光or食物） 

細胞は、 
ATPの持つエネルギー 
を使う 

細胞内通貨である 
ATPへ変換 



その他オルガネラ 

リボソームRNA合成・貯蔵場所 

蛋白質や脂質の形を見分け、 
複雑に精密に糖鎖をつける。 

消化酵素を多量に含んだ 
細胞内のゴミ処理場 

マルチプレーヤー 
①物質の代謝（酸化・還元） 
②生体膜の合成 
③Ca2+イオン貯蔵・濃度の調整 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.101. 



滑面小胞体（マルチプレーヤー） 

例： 
①脂肪酸をエステル 
（中性脂肪）に変換 
②コリン残基を結合 

PC（細胞膜の外側） 

Ca2+:細胞内の情報伝達物質 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.129. 



リソソーム（ゴミ処理場） 
バクテリア、死細胞、 
不要蛋白質など 

取り込まれるものと、 
細胞膜蛋白質との結合 

(自食) 

古くなった不要オルガネラ 

40種類以上！ 

pH=4-5 

出典： よく分かる分子生物学の基本としくみ、p.132. 



今週のまとめ －細胞－ 

• 地球上の生物は細胞からできている。 

• 細胞は膜で覆われ、外界と違う環境ができた。 

• 原核生物と真核生物は異なる。我々は後者。 
 

• 真核生物： 
① 核があり、遺伝子が圧縮されている。 

② ミトコンドリアは、酸素と有機化合物からエネ
ルギーを作る。エネルギーはATPに蓄えられる。 

③ 様々なオルガネラを持ち、細胞内での役割
が高度に分業化されている。 

 

 

 


